






3．開発区域（調整池流域）の平均流出係数、許容放流量の算定

流域面積一覧表

Ａ調整池 170807

開発前

田・畑地 宅地 開発前計 面積 事業(伐採のみ) 事業(土工事) 事業(管理道路) 調整池 山林 造成森林 道路他 田・畑地 宅地 開発後計

0.60 0.90 0.60 0.90 ㎡ 0.90 0.90 0.90 0.90 0.60 0.60 0.90 0.60 0.90

事業用地

伐採のみ 39.2885 35.3597 35.3597

土工範囲 0.0000 0.0000 0.0000

3.3299 2.9969 2.9969

0.0000 0.0000 0.0000

調整池 1.0412 0.9371 0.9371

山林 106.6641 63.9985 63.9985 63.0045 37.8027 37.8027

造成森林 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000

道路 1.2967 1.1670 1.1670 1.2967 1.1670 1.1670

田・畑地 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000

宅地 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000

計 107.9608 65.1655 107.9613 78.2634

比流量 0.0250 ㎡/ha/sec　別紙計算書より 平均流出係数 0.0250 ㎡/ha/sec　別紙計算書より 平均流出係数

許容放流量 ㎡/sec 0.604 ㎡/sec 0.725

摘要面積 山林 道路他

㎡

管理道路(路面)

Ａ調整池

開発前 面積×流出係数 面積×流出係数



3．開発区域（調整池流域）の平均流出係数、許容放流量の算定

流域面積一覧表

Ｂ調整池 170807

開発前

田・畑地 宅地 開発前計 面積 事業(伐採のみ) 事業(土工事) 事業(管理道路) 調整池 山林 造成森林 道路他 田・畑地 宅地 開発後計

0.60 0.90 0.60 0.90 ㎡ 0.90 0.90 0.90 0.90 0.60 0.60 0.90 0.60 0.90

事業用地

伐採のみ 17.4587 15.7128 15.7128

土工範囲 0.0000 0.0000 0.0000

1.0873 0.9786 0.9786

0.0000 0.0000 0.0000

調整池 0.5279 0.4751 0.4751

山林 38.3048 22.9829 22.9829 19.2309 11.5385 11.5385

造成森林 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000

道路 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000

田・畑地 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000

宅地 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000

計 38.3048 22.9829 38.3048 28.7051

比流量 ㎡/ha/sec　別紙計算書より 平均流出係数 0.0000 ㎡/ha/sec　別紙計算書より 平均流出係数

許容放流量 0.000 ㎡/sec 0.600 0.000 ㎡/sec 0.749

摘要面積 山林 道路他

㎡

管理道路(路面)

Ｂ調整池

開発前 面積×流出係数 面積×流出係数



3．開発区域（調整池流域）の平均流出係数、許容放流量の算定

流域面積一覧表

Ｃ調整池 170807

開発前

田・畑地 宅地 開発前計 面積 事業(伐採のみ) 事業(土工事) 事業(管理道路) 調整池 山林 造成森林 道路他 田・畑地 宅地 開発後計

0.60 0.90 0.60 0.90 ㎡ 0.90 0.90 0.90 0.90 0.60 0.60 0.90 0.60 0.90

事業用地

伐採のみ 31.6369 28.4732 28.4732

土工範囲 0.0000 0.0000 0.0000

2.7089 2.4380 2.4380

0.0000 0.0000 0.0000

調整池 1.3176 1.1858 1.1858

山林 124.8800 74.9280 74.9280 89.2166 53.5300 53.5300

造成森林 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000

道路 6.2627 5.6364 5.6364 6.2627 5.6364 5.6364

田・畑地 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000 0.0000

宅地 0.3993 0.3594 0.3594 0.3993 0.3594 0.3594

計 131.5420 80.9238 131.5420 91.6228

比流量 ㎡/ha/sec　別紙計算書より 平均流出係数 0.0000 ㎡/ha/sec　別紙計算書より 平均流出係数

許容放流量 0.000 ㎡/sec 0.615 0.000 ㎡/sec 0.697

摘要面積 山林 道路他

㎡

管理道路(路面)

Ｃ調整池

開発前 面積×流出係数 面積×流出係数
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1. 簡易式による洪水調節容量算定

1.1 計算条件

(1) 貯留施設のタイプ　　　　　　　オフサイト貯留施設

(2) 浸透施設の併用　　　　　　　　併用しない

(3) 集水面積　　　　　　　　　  107.9600 (ha)

(4) 流出係数　　　  　　　　　　  0.7250

(5) 許容放流量　　　　　　　　   2.10200 (m3/sec)

(6) 降雨継続時間の最小値　　　　　　　　      10 (分)

(7) 降雨強度式　　　　　　　　　　君島式
              　　　　　　　　　　r = 3255.4000 / (t0.8800/1.000 + 18.4400)
    　　　　　　　　　　　　　　　    tの単位:(min)

1.2 計算結果

概略の洪水調節容量は、計画降雨強度曲線を用いて求める次式のViの値を最大とする容量をもっ
て、その必要調節容量とする。

　　Vi = (ri - rc/2)･60･ti･f･A/360

　　ここに、Vi    : 必要調節容量 (m3)
　　　　　　ri    : 任意の降雨継続時間に対する計画降雨強度曲線上の降雨強度 (mm/hr)
　　　　　　        ri = a / (tn + b)
　　　　　　rc    : 許容放流量に相当する降雨強度 (mm/hr)
　　　　　　        rc = 360･Qc / (f･A)
　　　　　　ti    : 降雨継続時間 (min)
　　　　　　f     : 流出係数
　　　　　　A     : 集水面積 (ha)
　　　　　　n,a,b : 計画降雨強度曲線の定数

許容放流量に相当する降雨強度 rcは計算条件により次のとおり求まる。

　　rc = 360×2.10200 / (0.7250×107.960) = 9.668 (mm/hr)

必要調節容量とするViの最大値を与えるtiは次の2次方程式により求める。なお次式は前述のVi式
の定数項を除きdv/dt=0として微分し、tin=xとしたものである。

　　rc/2･x2+{2(rc/2)･b+a(n-1)}･x+b(rc/2･b-a) = 0

上の2次方程式よりxの値は、

　　x = tin = 134.0413

したがって、

　　ti = x1/n = 261.4 (min)
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tiより降雨強度riは次のとおり求まる

　　ri = 3255.4000 / (261.40.8800/1.000+18.4400) = 21.350 (mm/hr)

以上より、必要調節容量Viは、

　　Vi = (ri - rc/2)･60･ti･f･A/360

　　   = (21.350 - 9.668/2)×60×261.4×0.7250×107.960/360

　　   = 56319 (m3)
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1. 簡易式による洪水調節容量算定

1.1 計算条件

(1) 貯留施設のタイプ　　　　　　　オフサイト貯留施設

(2) 浸透施設の併用　　　　　　　　併用しない

(3) 集水面積　　　　　　　　　   38.3000 (ha)

(4) 流出係数　　　  　　　　　　  0.7490

(5) 許容放流量　　　　　　　　   0.74600 (m3/sec)

(6) 降雨継続時間の最小値　　　　　　　　      10 (分)

(7) 降雨強度式　　　　　　　　　　君島式
              　　　　　　　　　　r = 3255.4000 / (t0.8800/1.000 + 18.4400)
    　　　　　　　　　　　　　　　    tの単位:(min)

1.2 計算結果

概略の洪水調節容量は、計画降雨強度曲線を用いて求める次式のViの値を最大とする容量をもっ
て、その必要調節容量とする。

　　Vi = (ri - rc/2)･60･ti･f･A/360

　　ここに、Vi    : 必要調節容量 (m3)
　　　　　　ri    : 任意の降雨継続時間に対する計画降雨強度曲線上の降雨強度 (mm/hr)
　　　　　　        ri = a / (tn + b)
　　　　　　rc    : 許容放流量に相当する降雨強度 (mm/hr)
　　　　　　        rc = 360･Qc / (f･A)
　　　　　　ti    : 降雨継続時間 (min)
　　　　　　f     : 流出係数
　　　　　　A     : 集水面積 (ha)
　　　　　　n,a,b : 計画降雨強度曲線の定数

許容放流量に相当する降雨強度 rcは計算条件により次のとおり求まる。

　　rc = 360×0.74600 / (0.7490×38.300) = 9.362 (mm/hr)

必要調節容量とするViの最大値を与えるtiは次の2次方程式により求める。なお次式は前述のVi式
の定数項を除きdv/dt=0として微分し、tin=xとしたものである。

　　rc/2･x2+{2(rc/2)･b+a(n-1)}･x+b(rc/2･b-a) = 0

上の2次方程式よりxの値は、

　　x = tin = 137.4219

したがって、

　　ti = x1/n = 268.9 (min)
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tiより降雨強度riは次のとおり求まる

　　ri = 3255.4000 / (268.90.8800/1.000+18.4400) = 20.886 (mm/hr)

以上より、必要調節容量Viは、

　　Vi = (ri - rc/2)･60･ti･f･A/360

　　   = (20.886 - 9.362/2)×60×268.9×0.7490×38.300/360

　　   = 20835 (m3)
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1. 簡易式による洪水調節容量算定

1.1 計算条件

(1) 貯留施設のタイプ　　　　　　　オフサイト貯留施設

(2) 浸透施設の併用　　　　　　　　併用しない

(3) 集水面積　　　　　　　　　  131.5400 (ha)

(4) 流出係数　　　  　　　　　　  0.6970

(5) 許容放流量　　　　　　　　   2.56100 (m3/sec)

(6) 降雨継続時間の最小値　　　　　　　　      10 (分)

(7) 降雨強度式　　　　　　　　　　君島式
              　　　　　　　　　　r = 3255.4000 / (t0.8800/1.000 + 18.4400)
    　　　　　　　　　　　　　　　    tの単位:(min)

1.2 計算結果

概略の洪水調節容量は、計画降雨強度曲線を用いて求める次式のViの値を最大とする容量をもっ
て、その必要調節容量とする。

　　Vi = (ri - rc/2)･60･ti･f･A/360

　　ここに、Vi    : 必要調節容量 (m3)
　　　　　　ri    : 任意の降雨継続時間に対する計画降雨強度曲線上の降雨強度 (mm/hr)
　　　　　　        ri = a / (tn + b)
　　　　　　rc    : 許容放流量に相当する降雨強度 (mm/hr)
　　　　　　        rc = 360･Qc / (f･A)
　　　　　　ti    : 降雨継続時間 (min)
　　　　　　f     : 流出係数
　　　　　　A     : 集水面積 (ha)
　　　　　　n,a,b : 計画降雨強度曲線の定数

許容放流量に相当する降雨強度 rcは計算条件により次のとおり求まる。

　　rc = 360×2.56100 / (0.6970×131.540) = 10.056 (mm/hr)

必要調節容量とするViの最大値を与えるtiは次の2次方程式により求める。なお次式は前述のVi式
の定数項を除きdv/dt=0として微分し、tin=xとしたものである。

　　rc/2･x2+{2(rc/2)･b+a(n-1)}･x+b(rc/2･b-a) = 0

上の2次方程式よりxの値は、

　　x = tin = 130.0233

したがって、

　　ti = x1/n = 252.5 (min)
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tiより降雨強度riは次のとおり求まる

　　ri = 3255.4000 / (252.50.8800/1.000+18.4400) = 21.927 (mm/hr)

以上より、必要調節容量Viは、

　　Vi = (ri - rc/2)･60･ti･f･A/360

　　   = (21.927 - 10.056/2)×60×252.5×0.6970×131.540/360

　　   = 65209 (m3)


